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▶ 2022 ೧  ౕ 国際εンϛジΤム・セϝψー概要────────────── 

 2022 年度は IGS 国際シンポジウム 1 件、IGS セミナー8 件、研究会 1 件をक催したΆか、共催国際シ
ンポジウム 2 件、後援イϗント 1 件を開催した。৆ࡋは次น以߳をࢂলいただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

IGS क催国際シンポジウム 
リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスʁೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る社会ਜ਼ٝを઀り開く 27 น 

IGS क催セミナー 
The Marcos Return: What Does it Mean for the Philippines? 30 น 

フェミωθムड़൝とӣ動ʁ共感と啓໦をどうܪげるのか 31 น 

19 ੊نธ国女੓のインターセクシϥナルなΠイデンτΡτΡとϟデΡΠ理࿨ʁλジϡーナ・トΣルース女
੓会ߪ٠ԍʲΚたしは女ではないのかʃ （r1851）をྭに 

33 น 

日本（と੊ֆ）における੓的ϜイόリτΡの੕35 ࣑ น 

クΡΠなड़࿑か 新たなクΡΠ／ϙϠόーϜτΡϲΡτΡかʁ中国大཰とߕߵのクΡΠ女੓たちのトランス
ナシϥナルなҢ動Ն೵੓（ϠϑリτΡ） 

37 น 

࿧するʁ今ଞথฑ・χΫϣϟンタリーӫ画ʲからゆきさΞىを「຿ؼ」 （r1973）࠸考 39 น 

Պుと฽らしのポリτΡクス 41 น 

クΡΠするݳେ日本ช学ʗίΠ・動෼・ޢりとジェンダー 43 น 
IGS क催研究会 
IGS 研究協力員研究報告会 45 น 

共催国際シンポジウム 
౨ΠジΠにおけるジェンダーと੕࣑େන 47 น 

「Ϊラスの֓」をよじౌるʁ「ΪラスのళҬ」の઎にあるもうͽとつのݡえない্ป 48 น 

IGS 後援イϗント 
日本フェミωストࡃܨ学会 2022 年度大会 
フェミωストࡃܨ学からみた੕ݘ・࣑力��Պ෗⻑的੊ଵकٝ൹൓ 

49 น 

ᅜ㝿䝅䞁䝫ジ䜴䝮䛂䝸プロ䝎

クテ䜱䝤䞉ジ䝱䝇テ䜱䝇䠖ዷፎ䞉

୰⤯䞉෌⏕⏘䜢䜑䛠る♫఍ṇ

⩏䜢ษ䜚㛤䛟䛃 

IGS 䝉䝭䝘ー䛂ク䜱䜰なฟ㊰䛛 ᪂䛯なク䜱䜰䠋䝩䝰䝜ーマテ䜱䞂䜱テ䜱

䛛䠖୰ᅜ኱㝣䛸㤶 のク䜱䜰ዪᛶ䛯䛱のト䝷䞁䝇䝘䝅䝵䝘䝹な⛣ືྍ

⬟ᛶ䠄䝰䝡䝸テ䜱）䛃 

IGS 䝉䝭䝘ー䛂ᐙ㟁䛸ᬽ䜙䛧の䝫䝸テ䜱ク䝇䛃 
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▶ 2022 ೧ౕ क࠷国際εンϛジΤム৆ࡋ─────────────── 

IGS 国際εンϛジΤム 

リプロダέティϔ・ジϡηティη 
ೝ৹・஦ઊ・࠸ਫ਼ࢊをΌ͛るऀճਜ਼ٝを઀Ε֋͚ 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 12 ݆ 20 日（Ւ）16:00~19:15 

ʴ会৖ʵ 

ύイϔリッχ開催（共௪ٝߪ౫ 2 ؙߺ 201 ࣪、Zoom ウェϑナー） 

ʴパネリストʵ 

イίϠト・リγ・C（ΩリフΧルωΠ大学教द） 

「ロー൓݀・χϔス൓݀後のธ国におけるリプロダクτΡϔ・ライς
／ジϡスτΡス」 

 （大学教द॑ࢀ元）子࠯本ඔآ

「੕࣑ӊഁʶभ教ӊഁとൕリプロダクτΡϔ・ライς（日本）」 

ˠౌஅ༩定であったϘク・Ϧンάϥンࢱ（ࡃय大学ߏ）はܿ  ੰ

ʴコϟンτーターʵ 

高⾕߀（౨ښ大学०教द） 

൩໼༟཮子（౨ښ大学大学Ӆ特任०教द） 

大ڰ༟ߵ子（「SOSHIREN 女（Κたし）のからだから」ϟンバー） 

็݆理ܛ（お茶の水女子大学特任ࢥߪ） 

ʴ総合࢚会・टࢭઈ໎ʵ申ⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴϠデϪーターʵ本ࢃԟ子（IGS 特任リγーοフェロー） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴ共催ʵ グローバルリーダーシップ研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（ಋ࣎௪༃༙） 

ʴࢂՅ者਼ʵ308 ໌ 

ʴटࢭʵ 

本シンポジウムは「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡス」の֕念を઀り޳として、ೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊのࣙހ
݀定をՆ೵／෈Ն೵にするのはՁか、๑・੕࣑・社会ӣ動はどのように関Κってきたのかをธ国ٶび日本の専
໵Պらと٠࿨することを目的に開催された。第一部のパネリスト報告では中ઊを॰るธ国࠹高ࡍの൓݀や日本
におけるリプロダクτΡϔ・ϖルス／ライςの՟ୌについて報告がなされた。第್部では 4 ਕのコϟンτータ
ーから「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡス」をଌえるଡ༹な࠴ࢻやखりૌ΋上での՟ୌについてコϟントがあ
り、デΡスΩッシϥンが行Κれた。  
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ʴ開催報告ʵ 

๱ಆで、本シンポジウムの企画者である申ⅰᒉࢱが次のような開催टࢭをफ़΄た。ʗೝ৹・中ઊ・
の中で女࢛ྼ、であるがݘをめ͛る女੓の݀定やそれをฯ্するҫྏ、ޮ的γーϑスは基本的ਕࢊਫ਼࠸
੓のからだや࠸ਫ਼ࢊ೵力は৙にݘ力によってઐ༙が૬Κれてきた。2022 年にΠϟリΩ࠹高ࡍは、ਕ޽ೝ
৹中ઊのݘཤの๑的ࠞڎとなってきたロー対ウェイχ൓݀を෶す݀定を下した。また日本ではܒ๑のଦ
ଽࡓがາだにଚ在している。特にۛ年は、ジェンダー、ਕझ、セクシϣΠリτΡなどが交ࠫするཊѻの
中で女੓は෾இされており、ݺਕの「リプロダクτΡϔ・ϖルス（੓・ਫ਼৫・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る݊߃）」や

「リプロダクτΡϔ・ライς（੓・ਫ਼৫・࠸ਫ਼ࢊをめ͛るݘཤ）」のみならͥ、それを૏΋構ଆࣙରに目
を޴けるචགྷ੓がある。本シンポジウムでは上ىの໲ୌ意ࣟから「リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡス（੓・
ਫ਼৫・࠸ਫ਼ࢊをめ͛る社会ਜ਼ٝ）」の֕念を઀り޳として、ೝ৹・中ઊ・࠸ਫ਼ࢊのࣙ݀ހ定をՆ೵／෈Ն
೵にするのはՁか、๑・੕࣑・社会ӣ動はどのように関Κってきたのかをธ国ٶび日本の専໵Պらと٠
࿨したい。 

第一部のイίϠト・リγ・C からの報告では、まͥリプロダクτΡϔに関するࢱ 3 つのフϪームワー
クが఑ࣖされた。本シンポジウムのτーϜであるリプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスは、女੓の中ઊݘཤ
に঱఼を当てたリプロダクτΡϔ・ライςの限ֆからౌ৖し、学術֕念であるとಋ࣎に社会ӣ動の֕念
として発展してきた。その中心には社会的෈ฑ等への注ࢻ、インターセクシϥナリτΡ֕念の使用、コ
ミϣωτΡ஄ରの॑ࢻがある。次に報告ではΠϟリΩの中ઊݘཤをࠪӊしてきた࠹高ࡍ൓݀についての
ઈ໎があった。1973 年のロー対ウェイχ൓݀は、中ઊを「プライバシーのݘཤ」としてҒ஖Ͱけ「ジェ
ンダーฑ等」のฯޤとして೟めたΚけではない。しかしながらಋ൓݀は女੓がࣙ෾のਐରへのཱིࣙや؇
理を確ฯする上で॑གྷな意ັを࣍ってきた。こうしたয়ڱは 2022 年のχϔス対ジϡクλン女੓݊߃஄
ର൓݀により中ઊのࢯے・規制がՆ೵になったことで、大きくรԿしつつある。イίϠトࢱは、χϔス
൓݀はฯगഁ൓事が࠹高ࡍの過ൔ਼をઐめる੕࣑৚੐をൕӫしたものであり、ฯगഁの特徴としてΫリ
スト教、新ࣙ༟कٝ、࿊๞कٝへの支࣍があること、また൓݀によってݳ在ΠϟリΩは中ઊをめ͛る「内
ક」য়態になっていると指ఢした。ಋ൓݀により、中ઊࢯےयにおけるس๮しないೝ৹ܩ続のک制、ೝ
৹સൢのҫྏίΠのक़ঘ、ೝ৹・中ઊ൞ࡓԿの֨大がݔ念されている。また、গཔ的にはඈೝ方๑やಋ
੓࠙などプライバシーݘཤにܐる他の൓݀にもӪڻをもたらすՆ೵੓がある。こうした෈҈なয়ڱへの
の動きや、インターセクシϥナै֨ڛयにおけるγーϑス఑ޤは中ઊ༶ࢱ後にイίϠト࠹、๮としてس
リτΡの࠴ࢻにཱིٯした੓とਫ਼৫と࠸ਫ਼ࢊをめ͛るਕݘのଜ॑をགྷٽするリプロダクτΡϔ・ジϡスτ
Ρスӣ動も߁まっているয়ڱをڏげ、中ઊのみならͥଡ༹な社会ਜ਼ٝの໲ୌに࿊ܠしてखりૌ΋ことが
 。の՟ୌであると指ఢしたە٦

2 ਕ目のパネリストであるآ本ඔ࠯子ࢱからは、日本のリプロダクτΡϔ・ϖルス／ライςのয়ڱと
それに対するभ教ӊഁ・੕࣑ӊഁのܺߊについてใׇ的なઈ໎が఑ڛされた。まͥآ本ࢱは、日本にお
けるリプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスの॑གྷな՟ୌとして日本܋ક࣎੓౗ྶ制の໲ୌがາ解݀なことを
してきた実態を指ఢしۄ೟ࣟを࿬࢛に、ӊഁが事実やྼ࣎ഝঊが෈ॉ෾であるとಋ・ࡓげ、੕ැのःڏ
た。また過去には、༑ਫ਼ฯޤ๑に基Ͱきک制෈ೝ手術が行Κれてきた事実があり、๑による্֒者やト
ランスジェンダーのਕʓへのリプロダクτΡϔ・ライςの৷֒はݳ在も՟ୌとなっている。さらに、日
本のೝ৹・ड़ࢊ・ඈೝ・中ઊはҫྏฯݧによってΩバーされͥ、ҫࢥ会が中ઊに関しઊ大なӪڻ力を࣍
つとともに、使用できるඈೝ方๑も限定されているয়ڱがある。こうしたয়ڱにおいて੓教育の推進は
॑གྷだが、日本の੓教育は੊ֆ的にஙれており、そのഐܢにभ教ӊഁ・੕࣑ӊഁによってܺߊをणけて
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きたܨҤがある。੓教育へのバッシングは 2000 年େにݨஸであり、ӊഁによる੓教育ܺߊは݃果とし
て日本の੓教育のҗक़にܪがった。੓教育൹൓の中֫には女੓の੓的ࣙ݀ހ定ݘへのత対ࢻがあり、ஏ
方੕࣑と݃びつきながら༑ਫ਼ฯޤ๑「րਜ਼」ӣ動、મ୔的෋෌พੑ൹൓、LGBTQ ཤ൳定などのൕリプݘ
ロダクτΡϔࡠ޽が続けられている。特にݺਕよりՊଔを༑઎する「Պఋ教育支援ড়ྭ」は国੕Ϫϗル
でのݓ๑րਜ਼のා੶になるڬれがあるため、෱߁い࿊ܠによって૏ࢯするචགྷがある。࠹後に日本にお
けるリプロダクτΡϔ・ライςٶびジϡスτΡスの推進に޴けて、中ઊགྷ件やඇ用の緩和、ඈೝ方๑の
֨大とともに、ྼ࢛的՟ୌとして日本܋੓౗ྶ制と༑੓ฯޤ๑が൞した෈ਜ਼ٝを੕ැにഝঊするようགྷ
 。することが෈Նܿであるとして報告はగめくくられたٽ

第一部のパネリスト報告をಁまえ、第್部では 4 ਕの専໵Պから以下のコϟントがرせられた。まͥ、
高⾕ࢱ߀からは両報告ともに国ՊϪϗルのभ教ӊഁの੕࣑的Ӫڻをݔ念していたことをಁまえ、国ՊϪ
ϗルの੕࣑とリプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスを考える際に「ネイシϥン（国຿）の࠸ਫ਼ࢊ」も関༫す
るのではないかと໲ୌ఑ًがなされた。そして、日本のେන的なҢ຿女੓である国際݃࠙女੓とٗ೵実
सਫ਼のਐର؇理・ࣙ݀ހ定が৷֒されているয়ڱについてઈ໎がなされた後、ネイシϥンの࠸ਫ਼ࢊはܨ
 。的グローバルԿの中でどのようにรԿしているのかという࣯໲が報告者になされたࡃ

次に、൩໼༟཮子ࢱからはまͥ、リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスはリプロダクτΡϔ・ϖルス／ラ
イςにେΚる「新しいݶཁ」ではなく、̑つは઀り཯しがたく݃びついている఼がک調された。そして
実࣯的なリプロダクτΡϔ・ϖルス／ライςの֭得のためには、リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスをಁ
まえた社会รַが॑གྷであり、日本では೘国؇理制度やҢ຿࿓ಉ者のݘཤӣ動にもखりૌ΋΄きことが
指ఢされた。さらにۛ年はฯगकٝと女੓ӣ動のંۛもݡられており、リプロダクτΡϔ・ϖルス／ラ
イςは্֒者のࣙ༟やݘཤの໲ୌでもあるとして、そのࣻఖを߁げていくචགྷ੓が఑ًされた。 

3 ਕ目の大ڰ༟ߵ子ࢱからは、リプロダクτΡϔ・ϖルス／ライςの定ٝが日本では෾かりにくいも
のにཻまっていること、また中ઊを൞ࡓとݡなす発૟が日本社会にࠞکく、女੓が൉せられるয়ڱにܪ
がっていることが՟ୌとして指ఢされた。さらにリプロダクτΡϔ・ϖルス／ライςと併せてジϡスτ
Ρスも日本では定஥していないことが໲ୌ఑ًされ、その理༟として日本でジϡスτΡスというと国Պ
がԣし෉けるՊ෗⻑的なイϟージがあること、またϜジϥリτΡ女੓のয়ڱすらѳいことがڏげられた。
今後はસରのఊ上げと֪ࠫのक़ঘに޴け、ഋঈの࿨理にؗらͥ෱߁いӣ動がリプロダクτΡϔ・ジϡス
τΡスをబఊさせ、その実ݳに޴けて࿊ܠがචགྷであるとफ़΄られた。 

4 ਕ目の็݆理ࢱܛからは、日本のۛେ以߳のਕ޳؇理にܐる੕ࡨは一方でਕ޳の࠸ਫ਼ࢊをଇ進する
とಋ࣎に、他方で෈ྒྷな子ଛやਫ਼ࢊ力のない国຿をഋঈする್面੓を༙しており、これらのਕ޳੕ࡨは
バイオ・ポリτΡクスのනれと೟ࣟしうるという指ఢがなされた。そして、プロライフかプロοϥイス
かという್ߴ対ཱིは、中ઊをݺਕの意ࣟとک固に݃びつけて内面的な動ؽを形成するバイオ・ポリτΡ
クスのଈ面からଌえなおすචགྷ੓があるのではないか、また今後どのような教育・啓発を行う΄きか、
という໲ୌ఑ًがなされた。 

࣯ٛԢ౶ではイίϠトࢱに対し、χϔス൓݀以઴からΠϟリΩの中ઊをめ͛るয়ڱはѳԿしていたが、
それでもಋ൓݀が॑གྷであるのはなͧか、ΠジΠ系ΠϟリΩ女੓の࿊ܠにおける՟ୌやՆ೵੓、Πϟリ
Ωにおけるഓ۰者གྷ件について࣯໲がなされた。またイίϠトࢱから日本におけるҫࢥのༀׄについて
࣯໲があった。日本とΠϟリΩの対ർの中で、リプロダクτΡϔ・ジϡスτΡスを考える༹ʓな઀り޳
が఑ڛされ、࿊ܠしてखりૌ΋චགྷ੓が࠸೟ࣟされシンポジウムはถປとなった。 

 （՟ఖغ後࢞お茶の水女子大学大学Ӆദ）ຓඔڰ࿧୴当ʁ高ى
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▶ 2022 ೧ౕ क࠷ IGS セϝψー৆ࡋ───────────────── 

IGS セϝψー 

7Ke 0DrFos 5eturn 
 :KDt 'oes it 0eDn for tKe 3KiOiSSines" 
 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 6 ݆ 20 日（݆）15:00ʛ16:00  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

Jean Encinas-Franco（フΡリϒン大学教द） 

ʴデΡスΩッγントʵ 

Jan Robert Go（フΡリϒン大学०教द） 

ʴϠデϪーターʵ 

Ki-young Shin（IGS 教द） 

Ella Syafputri Prihatini（ϑナ・ϊγンタラ大学ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵӵޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ16 ໌ 

ʴटࢭʵ 

The Philippine presidential election drew the attention of many. The elected is the son of Marcos, the dictator who 

was overthrown by peoplebs power during the democratization in the 1980s, and the vice president is the daughter 

of an authoritarian president. Why did the Philippines choose them as national leaders? Prof. Jean Encinas-Franco  

talks about this puzzle and what the result of the presidential election means for the Philippines. 

She reviews the current status of political economy in the Philippines and focuses on the generation gaps in 

perspectives on the past political history. Prof. Encinas-Franco emphasizes a new role of SNS in the political 

campaign of these newly elected leaders. 
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IGS セϝψー（学内ݸఈ） 

フェϝωθムड़൝とӣ動 
るの͝ܪ͑ʹ໦をܔと״ڠ  ͖
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 7 ݆ 28 日（໨）15:30ʛ17:00 

ʴ会৖ʵਕ間ชԿ研究Ռ౫ 408 ࣪（対面） 

ʴΰストʵ 

 子（雑誌ʲシϠーϊʳฦॄ者）نѧీࢃ

ʴ࢚会ʵ 

ঘ౤཮ࡌ（お茶の水女子大学大学Ӆദ࢞઴غ՟ఖジェンダー社会
Ռ学専ߊ） 

՘Ԯ಺ԟ（お茶の水女子大学大学Ӆദ࢞઴غ՟ఖジェンダー社会
Ռ学専ߊ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所、「フェミωθム理࿨の૬఼」κミ 

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ21 ໌ 

 

ʴ開催報告ʵ 

2022 年 7 ݆ 28 日（໨）、IGS セミナー「フェミωθムड़൝とӣ動ʁ共感と啓໦をどうܪげるのか」が、
所଒教द申ⅰᒉࢱの୴当する「フェミωθム理࿨の૬఼κミ」との共ಋで開催された。κミणߪ者ঘ౤
཮ࢱࡌ、՘Ԯ಺ԟࢱの࢚会により、雑誌ʲシϠーϊʳฦॄ者ీࢃѧن子ࢱの報告と事઴Πンίートをも
とにしたトークセッシϥンが行Κれた。 

はじめに企画者である申ࢱから開催のܨҤがઈ໎された。申ࢱは IGS の刊行する学術雑誌ʲジェンダ
ー研究ʳのฦॄ⻑としてのݩܨなどから、学術的な࿨ชでは߁くリーοできるものがॽきͰらいと感じ
ていた。そΞな中「雑誌感ְでಣめるフェミωθム೘໵ϔック」として刊行されたことで注目していた

ʲシϠーϊ へrのߚرғབをࢱీࢃからणけた。そこで、フェミωθムのॽき෼を制ࡠする思いやࠖೋな
どについてஎる΄くࢱీࢃにғབをし、本セミナーが実ݳした。 

続いてࢱీࢃより、まͥʲシϠーϊʳの֕གྷが報告された。̡ シϠーϊʳは 2019 年 11 େॽؙよりݳ݆
૓刊され、૓刊ߺ特ॄはシϠーϊ・χ・ϚーϲΧワールであった。̡ シϠーϊʳというタイトルは、ӣ動
と࿊ଵしていたغ࣎があった 3 ਕのシϠーϊ、ϚーϲΧワール（ఫ学者）、ϲェイϤ（Weil、ఫ学者）、
ϲェイϤ（Veil、੕࣑Պ）からとった。஋女್元制から୦٭し、ଡ༹な੓をใׇするフェミωθムഖରを
目指し、ϚーϲΧワールの「ਕは女にਫ਼まれるのではない、女になるのだ」からもう一ิಁみड़してジ
ェンダーを考えていこうという࣍ـちではじめた。フランスرりの雑誌を企画した理༟として、ࣙਐが
フェミωθムにৰれるきっかけになったのはӫ画؄ಞΠωΦス・ϲΟルダであり、ϲΟルダとのܪがり
からϚーϲΧワールをஎったこと、日෻女੓研究学会に所଒などしていること、またؘ国やԦธのフェ
ミωθムはすでにଡくຍ༃されていたことをあげた。第 4 事໲࣎、まではਕ෼特ॄを行なっていたがߺ
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ୌをखりѽうには限ֆがあるように感じτーϜ特ॄをࢾみたところ޹඲をദした。τーϜ特ॄの方が೘
りやすいのではないかと考え、当面はτーϜ特ॄにシフトする。 

次にʲシϠーϊʳをつくりたかったഐܢとしてࢱీࢃは、ϚーϲΧワールʲ第್の੓ （r1949）刊行か
ら 70 年をܶえること、そして SNS ୈಆによる第 4 ഀフェミωθムの੟り上がりをあげた。特に Twitter

はଡ༹な੢をՆࢻԿする॑གྷなςールであり、ࣙ ਐもӣ動には使用している。しかし Twitter での٠࿨に
は限ֆを感じており、ࣙਐがԽֺやӫ画からフェミωθムに೘りその後に本をಣ΋ことで਄まったݩܨ
から、SNS でフェミωθムにັڷを࣍ったਕに活࣊にৰれてΆしいと考える。だが大学に௪っていない
ਕにとって学術ॽなどはどの本から手にखってྒྷいかΚからないため、理࿨ॽ、ݻఱ、໌ஸにৰれるき
っかけとなるようなഖରを目指したいと考えた。さらにॽవ員として女੓޴けのフロΠにてフェミωθ
ム、ジェンダーのમॽも行なっていたݩܨをʲシϠーϊʳの制ࡠで活かすことができるとも考えた。ॽ
వ員をしていた当࣎、フェミωθム関࿊の本でもタイトルにはフェミωθムと೘れないΆどにフェミω
θム関࿊の本はജれなかった。さらに学術ॽ、理࿨ॽはࡰり部਼もঙないため高ֻとなり、ѽうॽవも
限られていた。しかしۛ年、Ϝララ・Ϥγフδイࢱのόーϗルฑ和ৈणৈや、SNS のୈಆ、海外のフェ
ミωθムの੟り上がりにより、Φッセイ、ຍ༃などのフェミωθム関࿊ॽのड़൝がଁえた。またॽవ員
のࢦがജり৖にൕӫされるようなಢཱི型のセϪクトॽవでフェミωθムの୪がଁえ、ଡ༹なフェミωθ
ムがܶ׽されるౖৗができたことがʲシϠーϊʳ制ࡠの意ཋへとܪがった。૓刊にあたっては雑誌が今
念が社内にあったが、ชܵ雑誌やຍ༃におけるۛ年のフェミωθムの੟り上がりݔജれるのかという࣎
をΠϒールした。企画が௪ったのは、ർֳ的ঘさなड़൝社ゆえฦॄ者がࣙ༟にできるところがあったた
めではないかと考える。 

報告の࠹後にࢱీࢃはʲシϠーϊʳが目指していることをޢった。ࢱీࢃは共感と啓໦について次の
ことに஥目する。ࢱీࢃによれͻ、1975 年にీ中ඔ௣ࢱやธ௣எ子ࢱらがࢂՅしていたミϣーθΩル“お
Ξなの解๎”におけるスローΪン「啓໦より共感、ౘりより঺い」にはリϔ／ӣ動のਕたちが共感を大事
にしていることがݳれている。またళߘ制ൕ対のཱི৖を໎らかにし෫࢙も行うなど、今のフェミωθム
とのࢦのҩいがݡられる。そして 1980 年େ後ൔから 90 年େ઴後、ӣ動ଈと研究ଈの関心にͥれがड़て
きた。研究者中心で஋女共ಋࢂ画が進められるなど、ࢤ຿啓໦が॑ࢻされ、女੓学・ジェンダー学者の
৚報が力を࣍つようになった。ࢱీࢃはフェミωθムの߁がりには共感（ଡ༹なਫ਼と੓のՆࢻԿ）が、
またフェミωθムのࠫพへのՅ୴のـͰきなど਄めるには啓໦（ଡ༹੓をഋঈしないためのஎࣟ）が共
にචགྷであり、その両者を行きཔするഖରを目指しʲシϠーϊʳをฦॄしているとした。 

トークセッシϥンでは、̡ シϠーϊʳは学術ॽよりは手にखりやすいものの೘໵としてはύーχルが
高く感じられるなどの意ݡがرせられた。ࢱీࢃによれͻ、共感と啓໦両方のชহが೘っていることで、
ೋしく感じた部෾も後に思いड़してもらえることに意ٝがある。さらにಋ࣎にસてのਕにΚかってもら
おうとするචགྷはなく、࣎間ࠫでも࿊ଵが߁がっていくことが大事である。またࡤ今のトランス女੓ഋ
ঈݶઈなどにはフェミωθムഖରとして٠߇し続けていきたいし、ՁかしらのΠクシϥンがචགྷだと考
えている。ࢱీࢃは、ΠΩデミΠにいるਕには৯ʓな৚報にΠクセスできる特ݘが、ฦॄ者には本をつ
くり൨ාできる特ݘが、あるとする。そしてྭえͻ社会的ओ者とされているਕが੢を上げると㒹ᨳ中উ
にૼいཱིݿしやすいয়ڱが続いているため、҈સなڧ؂で対࿫ができるイϗントなどを開催する॑གྷ੓
を指ఢした。他に今後のʲシϠーϊʳやフェミωθムӣ動の展開について༹ʓな意ݡが交Κされ、セミ
ナーはश྅した。 

 （ߊ՟ఖジェンダー社会Ռ学専غ઴࢞お茶の水女子大学大学Ӆദ）࿧୴当ʁґ಺ཻҔى
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IGS セϝψー 

19 世紀ธ国女性の΢ンターセέεϥψルなア΢υンティテ
ィとϟυィアཀྵ࿨ 
λジϡーψ・φΣルーη女性ճߪ٠ԍ ̡ Κͪ͢ͺ女Ͳͺな͏の͖ʃ（r1851）
をྭͶ 
 
 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 7 ݆ 29 日（ۜ）18:00ʛ19:30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

Ϝーシー・デΡωウス（デポール大学०教द／フルϔライトডᡊ
教員） 

ʴ࢚会ʵ⼾⾕陽子（IGS 所⻑） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（ಋ࣎௪༃༙） 

ʴࢂՅ者਼ʵ52 ໌ 

ʴटࢭʵ 

ΠフリΩ系ΠϟリΩਕの女੓活動Պλジϡーナ・トΣルースが
1851 年オύイオयの女੓会٠で行ったߪԍ「Κたしは女ではない
のかʃ」は、ඉࣟ࣊者による、࿧Խٗ術ໃしのߪԍだったことから、ྡੰ者それͩれの「ى࿧」により
෵਼のτクストをਫ਼みड़すこととなった。ݳଚするकな್つのτクストから、෵਼のΠイデンτΡτΡ
とϟデΡΠをଡ次元的に「ཤ用」し目的を推進したトΣルースのਕ෼଀を、インターセクシϥナル理࿨
と、インターϟデΡΠ理࿨を௪じてৄݗする。 

ʴ開催報告ʵ 

2022 年 7 ݆ 29 日、IGS セミナー「19 ੊نธ国女੓のインターセクシϥナルなΠイデンτΡτΡとϟ
デΡΠ理࿨ʗλジϡーナ・トΣルース女੓会ߪ٠ԍ「Κたしは女ではないのかʃ」(1851)をྭに」がオ
ンライン開催され、Ϝーシー・デΡωウス Marcy Dinius デポール大学०教द／フルϔライトডᡊ教）ࢱ
員）が、ΠフリΩ系ΠϟリΩਕ女੓活動Պのλジϡーナ・トΣルース Sojourner Truth (1797ʃ-1883)が 1851

年のオύイオय女੓会٠で行ったԍઈ「Κたしは女ではないのかʃ」(“Ain’t I A Woman?”)をखり上げ、
ॵغのപਕक導フェミωθム൹൓としてৄݗされ、ۛ࠹ではࢽの形態にຍ༃・रਜ਼されて合़国国内で
くಣまれているこのԍઈを、インターセクシϥナリτΡ理࿨とインターϟデΡΠ理࿨を௪じ、෵਼の߁
ΠイデンτΡτΡとϟデΡΠが交ࠫする॑གྷなྭとして考ࡱした。 

デΡωウスࢱはまͥ、インターセクシϥナリτΡの定ٝを、研究者／活動ՊのクϪンシϥーKimberlé 

W. Crenshaw（1959ʛ）が఑঑した、「੕ࡨとഐܢ構ଆが交ࠫする中で、෵合的なΠイデンτΡτΡが形
成され、一࿊のࠖೋとؽ޹をਫ਼みड़すয়ڱのす΄て」と়ղし、この؏఼から以下の٠࿨を進めた。 
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女੓、ΠフリΩ系ΠϟリΩਕ、活動Պ、ࡠՊなど෵਼のΠイデンτΡτΡを࣍ち、ඉࣟ࣊者であった
トΣルースのԍઈを復元する方๑はなく、ྡੰしたى者の「ى࿧」や؏ٮのىԳから成るτクストは、
その後࠸形成されやすいものとなった。特に॑གྷなช࣊τクストとして、್つのτクスト（ロϑンλン
Marius Robinson ฦॄߚ・新ซ Anti-Slavery Bugle1851 年ࡎܟ、ΰージ Frances Dana Gage ฦॄ1862・ߚ 年
New York Independent およびࢶ National Anti-Slavery ࢶの両方にࡎܟ）がڏげられる。 

この್つのτクストには大きなҩいがݡられる。 “Aindt I A Woman?”のୌで߁くஎられることとなっ
た 1862 年ΰージ൝は、当࣎のଡくのΠフリΩ系ΠϟリΩਕが࿫すΠフリΩとธ国ೈ部のΠクセントが
ࠠ͡った方ݶでනىされている。トΣルースは、ωϣーϦークयで当ஏ೘৪者が使用したオランダޢを
第一ޢݶとする౗ྶとして、オランダޢのΠクセントがکいӵޢを࿫したとのৄݶがあり、ΰージ൝ฦ
ॄに際し、੕࣑的な意ਦがಉいた事実をࣖすものである。一方、ロϑンλン൝は、トΣルースを元౗ྶ
と়ղしているが、ࠉਕであることをک調するනݳはなく、༙໌な「Aindt I A Woman?」のリフϪインも
ଚ在しない。 

ธช学のਜ਼ఱを೴めた The Norton Anthology of American Literature の࠹新൝は、ඉࣟ࣊者ਕ෼としてト
Σルースを়ղし、ロϑンλンのτクストをࡎܟしている。ロϑンλンをஸ者の一ਕとٶݶすることも、
トΣルースࣙਐはΰージ൝を޹Ξだという事実のٶݶもない。 

1875 年にड़൝された Narrative of Sojourner Truth, A Bondswoman of Olden Time（トΣルースࣙఽの࠹श
൝）には、本ਕの意ࢦによりΰージ൝が収࿧されている。オーΪスタ・ローバック Augusta Rohrbach は、
これはトΣルースが「ৄݗՆ೵なΠイデンτΡτΡとしてではなく、ىԳの構築としてのࡠՊ੓をک調
した」݃ 果であり、൶女が「あらゆるોࡒをࣙ༟にཤ用し、それをৄݶとしてҒ஖Ͱけ」、「ىԳの構築」
をݺਕの行ҟではなく「共ಋରの」Өҟとして理解していたためとしている。 

他者との協ಉで制ࡠした本や画଀をࣙࡠとして൤ജすることで、トΣルースࣙਐもΠイデンτΡτΡ
をߍ新しつつਫ਼活と੕࣑活動の信ড়両方を支えていたといえる。The Norton Anthology はトΣルースのԍ
ઈをࡀ用することでਜ਼ఱの対েを֨大したが、トΣルースがһࡰ෼よりもオラリτΡを、ୱಢஸ者より
も共ಋࡠ業をકྲྀ的にમΞだという॑གྷな事実を໲ୌԿすることはなく、ΠフリΩ系ΠϟリΩਕช学の
Պ੓がいかに॑གྷな意ࡠのࡰにおいて、コラϚϪーシϥン、コϒー、その他のඉオリジナル、ඉһ࢛ྼ
ັをもつかをࣖすؽ会をҵしている。 

は、ウェϔγイトࢱ後にデΡωウス࠹ https://www.crmvet.org/poetry/ftruth.htm 上でಣ者が෵਼のஸ者に
よるԍઈτクストをർֳৄݗできるようにࡎܟしたスτッλン Erlene Stetson のࢾみにٶݶし、スτッ
λンによるՅජを含め、それをՆ೵にする開かれたトΣルースԍઈτクストのौೊ੓を඲Ճした上で、
とಋ༹、ٗ術的にٮେの༙೵なϟデΡΠ࿨ݳ在このような形で࿨٠されるトΣルースԍઈは、൶女がݳ
も理࿨的にも෵雑な思૟Պであり、ΠイデンτΡτΡ、ϟデΡΠ、ݘ力がどのように交ࠫし૮ࡠޕ用す
るかをしたたかにཤ用し、ࣙਐの目的を推進していたことをཬ෉けるものであると݃࿨した。ߪԍश྅
後、デΡωウスࢱへଡくの࣯໲や感૟がよせられ、リϠートߪԍにもかかΚらͥ、会৖はߪԍࢂՅ者સ
ରによる、さらなるߪԍ内容やτーϜの਄Կと߁がりを共༙する活ـある৖となった。 

 （ߊ՟ఖർֳ社会ชԿ学専غ઴࢞お茶の水女子大学大学Ӆദ）ߵ࿧୴当ʁॽઔඔى
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IGS セϝψー（学内ݸఈ） 

ೖ本（と世ֆ）Ͷ͕͜る性的Ϝ΢όリティの੕࣑ 

 

ʴ日࣎ʵ2022 年 11 ݆ 9 日（Ւ）18:30ʛ20:00 

ʴ会৖ʵύイϔリッχ開催（ਕ間ชԿ૓成Ռ学研究Ռ౫ 408 ࣪、
Zoom ウェϑナー） 

ʴࢥߪʵ 

੪܈ࢃ（ਈ⼾大学教द） 

「Sexual Minority Politics in Japan (in the World)」 

ʴ࢚会ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵӵޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ18 ໌ 

ʴ開催報告ʵ 

 お茶の水女子大学ジェンダー研究所（IGS）は、2022 年 11 ݆ 9 日に IGS セミナー「日本（と੊ֆ）に
おける੓的ϜイόリτΡの੕࣑」をύイϔリッχで開催した。ਈ⼾大学教दの੪ࢱ܈ࢃを報告者として
ডᡊし、࢚会は IGS 特任ࢥߪのብ本新಺が務めた。このセミナーは、IGS とタイのΠジΠ޽Ռ大学Ӆ大
学（Asian Institute of Technology: AIT）によりຘ年実施されている国際研究交流プログラム「AIT ワーク
シϥップ」（本報告ॽ 62 น）の一؂として行Κれたもので、AIT からཔ日中であった交ཻ׷学ਫ਼ 2 ໌も
 。Յしたࢂ

  ੪ࢱࢃは、「੓をめ͛る໲ୌは੕࣑的であるʁフェミωストのҪࢊ」、「国຿国Պʁݺਕ的なものにݼԢ
するࢤ຿ݘとਕݘ」、「ࢤ৖とϒンクウΧッシングʁ਎ືさのঐ業Կと੓的なものの୦੕࣑Կ」、「行ҟ者
としてのセクシϣΠル・ϜイόリτΡʁรԿをҟす者」、「研究・考ࡱにٽめられるથࡋな感੓」という
5 つのトϒックを௪して、ߪԍτーϜであるセクシϣΠル・ϜイόリτΡのポリτΡクスについて次の
ような報告を行った。 

 1ʁ੓をめ͛る໲ୌは੕࣑的であるʁフェミωストのҪࢊ 

੪ࢱࢃはまͥ、17 ੊نにΫリスト教がࡓਕと定ٝした「ಋ੓Ѭ者」のஂਫ਼について解ઈした。19 ੊ن、
ಋ੓Ѭは൞ࡓԿされ、බ理Կされた。20 ੊نまで、ࢊ業社会の中֫をなす中ࢊ֌څの間では、ಋ੓Ѭは
「間ҩい」であり、ҡ੓Ѭは「ਜ਼しい」という考え方が一ൢ的であった。資本कٝ社会においては、中
೵はܿくことができないकགྷな構成གྷોであることから、ΰイ、ϪθϑΠン、トラؽՊఋのਫ਼৫څ֌ࢊ
ンスジェンダーのਕたちへのยݡの一Ҿとなったと考えられる。ਫ਼৫だけでなく、ίΠも含めたՊଔの
本当のؽ೵についても৆しくઈ໎された。この 2 つのༀׄは、女੓（࠼や฾）がѬの࿓ಉとしてໃ報ृ
で行っていたのである。これらのことから第್ഀフェミωストのଡくは、セクシϣΠリτΡを含΋ݺਕ
のમ୔はまさにਕݘであり、੕࣑的な໲ୌであると఑ًしてきた。 
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2ʁ国຿国Պʁݺਕ的なものにݼԢするࢤ຿ݘとਕݘ 

次に੪ࢱࢃは、LGBTQ のࢤ຿ݘやਕݘにかかΚる「ಋ੓࠙」に঱఼をあてた。一部の国ではಋ੓࠙は合
๑Կされているが、日本ではಋ੓Ωップルのパートナーシップৄ໎ॽはあっても、ಋ੓࠙は๑ཱでےじ
られている。ಋ੓࠙を合๑Կす΄きかどうか、ಋ੓࠙の合๑੓を൳定することがҩݓであるかどうか、
٠࿨が続いている。“21 ੊نの国Պは、LGBTQ のݘཤをਕݘとしてଌえているのだろうかʃ”、੪ࢱࢃ
はこう໲いかけた。 

3ʁࢤ৖とϒンクウΧッシングʁ਎ືさのঐ業Կと੓的なものの୦੕࣑Կ 

日本を含め、ଡくの国で LGBT がϔームになっている。第 3 パートで、੪ࢱࢃはこのݳেを支࣍とݔ念
の 2 つのଈ面からଌえた。"LGBT "のݘཤはगられる΄きだが、ϒンク・ウΧッシングや LGBT トϒッ
クの過৔なঐ業Կも༗ྂされる΄きである。਎ືさのঐ業Կはݳ在、੊ֆ中でًこっており、LGBT の
トϒックは؈ୱに大きな収ӻを上げることができる。しかし、ଡくの実࣯的なਕݘ（ジェンダー෈ฑ等、
සࠖ໲ୌ、Ϫイシθムなど）をଜ॑するࢻ఼と໲ୌ意ࣟがൊけཚちているのがݳয়である。 

4ʁ行ҟ者としてのセクシϣΠル・ϜイόリτΡʁรԿをҟす者 

第 4 パートで੪ࢱࢃは、LGBT 当事者たちが社会のรַ者として活動する際に、"LGBT "ϔランχを活
用することのϟリットとデϟリットを྽ڏした。ϟリットは、"ਫ਼き࢔る"、"ݘཤの઴進"、"ਕਫ਼のοϡ
ンスをଁやす"、"対等なࢤ຿やਕ間になる" などにॄ༁される。デϟリットは、"新ࣙ༟कٝのکԿ"、"

ϜイόリτΡの๪ݘ"、"٭力のཛྷ用"、"他者のࡣख"であった。 

5ʁ研究・考ࡱにٽめられるથࡋな感੓   

な感੓をಉかࡋする際には、થࡱについて研究・考࣑は、セクシϡル・ϜイόリτΡの੕ࢱࢃ後に੪࠹
せてΆしいと఑ًした。ྭえͻۛ年、（LGBT の中で）"G "（のみ）をक流Կしていくܑ޴に対して、他
のϜイόリτΡはどのように対Ԣする΄きか。ࢴたちは、੕࣑的、ࡃܨ的、ਕ޳動態的、ชԿ的、ஏ理
的、຿ଔ的、ޢݶ的、ஏҮ的、भ教的にҡなるڧ؂でՁがًきているのかを注意਄くથࡋに考ࡱす΄き
であると݃ͻれた。 

はյ౶を௪じてࢱࢃせられ、੪رՅ者から࣯໲がࢂԍの後は活発な࣯ٛԢ౶が交Κされた。ଡくのߪ 
今յのセミナーの内容をさらに਄めた。 

ళᘱߒ࿧୴当ʁى Tianyao JIANG（お茶の水女子大学大学Ӆദ࢞՟ఖ）（༃ʁብ本新಺） 
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έィアなड़࿑͖ ৿ͪなέィアʙϙϠόーϜティϲィティ͖ 
஦国大཰とߕߵのέィア女性ͪͬのφランηψεϥψルなҢ動Ն೵性 （Ϡϑリティ） 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 12 ݆ 9 日（ۜ）15:00ʛ16:30  

ʴ会৖ʵ国際交流ཻ学ਫ਼プラδ 3 ֌セミナー࣪ 

ʴ報告ʵ 

ルセッタ・Ωム（ߕߵਃ၍大学ช学Ӆ०教द／2022 年度 IGS 研究
協力員） 

ʴ࢚会ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵӵޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ25 ໌ 

ʴ開催報告ʵ 

2022 年 12 ݆ 9 日、お茶の水女子大学内国際交流ཻ学ਫ਼プラδ
3 ֌ セミナー࣪にて、IGS セミナー「クΡΠなड़࿑か 新たなク
ΡΠ／ϙϠόーϜτΡϲΡτΡかʁ中国大཰とߕߵのクΡΠ女੓たちのトランスナシϥナルなҢ動Ն೵
੓（ϠϑリτΡ）」が開催された。ߕߵਃ၍大学ช学Ӆ०教दであるルセッタ・Ωム Lucetta Kam がスࢱ
ϒーΩーとしてࢂՅした。 

 ๱ಆにおいてΩムࢱは、2005 年から 2011 年にかけて行っていた上海の፰፰
ラ ラ

（クΡΠ女੓を意ັす
る）たちのΦスόグラフΡー研究のԈ⻑として、中国にड़ࣙを࣍つクΡΠ女੓の国ڧをӿえたϠϑリτ
Ρに関するプロジェクトにखりૌΞでいるということをઈ໎した。このプロジェクトを௪じ、Ωムࢱは
中国から他国にҢ動するクΡΠ女੓たちのਕਫ਼、クΡΠとしてのࣙը、願๮をとらえるとともに、࣎ݳ
఼で中国にいる新たな੊େのクΡΠ女੓たちの国ڧをӿえたҢ動のՆ೵੓を٠࿨し、そのड़ݳのありか
たをめ͛って新たなஎݡを߁げようとしているという。 

 Ωムࢱは本調査の協力者を、「クΡΠ」のΠンϔϪラ・タームの下でとらえた。調査協力者のセクシϣ
ΠリτΡは、ϪθϑΠン、バイセクシϣΠル、フルイχ、パンセクシϣΠルなどが含まれた。またジェ
ンダー・ΠイデンτΡτΡについては、女੓、H（中国ޢชԿݏにおいて஋੓でも女੓でもないジェン
ダー・ΠイデンτΡτΡを指す）、P（中国ޢชԿݏにおけるフェミωンなϪθϑΠン女੓）、T（中国ޢ
ชԿݏにおけるϜスΫϣリンなϪθϑΠン女੓）、クΡΠなどが含まれた。この把握の下でΩムࢱは「ク
ΡΠ・ϠϑリτΡ」を、中国にड़ࣙを࣍つクΡΠな中国ਕ女੓が一࣎的またはӮ続的に国ڧまたは大཰
をӿڧし、他国・他ஏҮに଼在することを指す֕念として࿨じていった。 

 Ωムࢱは調査において、ジェンダーとセクシϣΠリτΡ、そしてஏ理的なϠϑリτΡをめ͛るインタ
ーセクシϥナリτΡに஥目し、「どのようにしてҢ動Ն೵੓は解๎的あるいは規制的な力学としてಉく
のか、どのようにセクシϣΠリτΡはҢ動Ն೵੓にӪڻをٶ·すのか、クΡΠなਕʓのҢ動Ն೵੓に

൶ਕ
かのͽと

らのジェンダーはどのようにࡠ用するのか」といったリγーοクΦスοϥンをཱིててきた。中国で
は 2015 年から 2018 年にかけて調査を行い、2022 年からはߕߵでもಋ༹の՟ୌにखりૌΞでいるߵ。 ߕ
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のίースについてはܩ続的に調査を行っている౏上であるという。 

 ۛ年、ಋ੓間のパートナーシップやಋ੓࠙にもとͰいてҢ຿をणけ೘れる国がड़てきたり、クΡΠ・
Ωルοϡーのグローバルな߁がりが進Ξだりしていることで、クΡΠなਕʓはӿڧによってよりྒྷいਫ਼
活を֭得できるՆ೵੓を۫ର的にイϟージしたり、実際にోߦをܯ画したりできるようになった。国ڧ
をӿえたҢ動・ҢेのՆ೵੓は、฾国かつणけ೘れ国でのਕझ、セクシϣΠリτΡ、֌څ、ジェンダー
とポスト৪຿ஏकٝ、（クΡΠ）グローバリκーシϥンなどをめ͛る在り༹によって形ࡠられている。 

 クΡΠ女੓たちの海外へのҢ動の実践は、ポスト社会कٝ中国におけるコスϠポリタン的ࣙހの௧ٽ
というชຼにおいて、あるいは社会的に๮ましい行動規൥というชຼにおいて理解されてきた。これを
΀まえつつ、Ωムࢱは、国ڧをӿえたҢ動Ն೵੓は、コスϠポリタンとして、またポスト社会कٝ国と
しての中国において、新たなϙϠόーϜτΡϲΡτΡ、すなΚちવྒྷなクΡΠである（になる）΄きだ
というՃ஍؏のਫ਼ࢊにر༫していると指ఢした。 

 中国から国外にड़ることを、中国ޢで「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」（chuguo）という。Ωムࢱによれͻ、「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」には「໎

るいາཔの௧ٽ」のような意ັ合いがある。ऑい౐会のΦリート૜または中間૜にとって「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」は๮
ましいਫ਼き方であり、֌څとชԿ資本を上তさせるライフコースととらえられている。クΡΠ女੓たち

にとって、一ൢ的な「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」はਕਫ਼におけるスτップΠップであるともに、セクシϣΠリτΡやジェン

ダーをめ͛るҩ和を感じることなくਫ਼活することをՆ೵にする。それゆえに൶ਕ
かのͽと

らは「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」を一つ

の手ஊとしてમ୔するようになる。Ң動Ն೵੓は、൶ਕ
かのͽと

らのセクシϣΠリτΡとジェンダーにとってڋ
心ஏのྒྷさを֭得するための交মにおいてචགྷなのである。 

 トランスナシϥナルにҢ動するクΡΠ女੓たちは、セクシϣΠリτΡとジェンダーにおけるཱࣙ੓と
社会的ଜݭを手に೘れようとする。新ࣙ༟कٝ社会において国際的な教育、؏ޭ、グローバルなम࿓の
 。を得るためのルートを新たに手にしているݭがるというとき、クΡΠたちはཱࣙ੓とଜ߁会がؽ

Ωムࢱは 2013 年の࿨ߚにおいて、ਕびとがΰイやϪθϑΠンである以઴に「෕௪」であるචགྷがある
という೟ࣟの੕࣑੓をとらえ、 “Politics of public correctness” 「ޮ共的ਜ਼しさの੕࣑」という֕念を఑ً
した（Kam 2013）。「ޮ共的にਜ਼しい」ਕ間であるということは、๑的にཱི৖を೟められたࢤ຿となるこ
と、そして社会ࡃܨ上「ਫ਼ࢊ的」であり、ॊॳな໊であり、「݊߃」で「໎るい」という、ϙϠόーϜτ
Ρϔなݮ૟にన合するϙϠセクシϣΠル的なϠデルにۛͰくことを意ັする。౐ࢤΦリート૜のऑ者た

ちが国ڧをӿえたϠϑリτΡ、あるいは「ड़ ᅵ
οϣーグオ

」を実ݳしていくというとき、クΡΠなकରはそのよう
なޮ共的ਜ਼ٝの੕࣑にૌみࠒまれている。この意ັにおいて、トランスナシϥナルなϠϑリτΡは中国
におけるϙϠόーϜτΡϲΡτΡの新たなϠデルとなっているのである。 

 Ωムࢱは࠹後に、実際に行った調査事ྭの内容をいくつか়ղした。調査協力者たちの年େやパート
ナーシップのয়ेڋ、ڱஏҮ、म࿓য়ڱなどはさま͡まで、データに෍み、これまでΩムࢱが়ղした
֕念をึکするとともに、ࢂՅ者にとってはඉ৙に理解がしやすくなっただろう。 

 Ωムࢱの発නのश྅後には࣯ٛԢ౶が行Κれた。࣯ٛԢ౶では෵਼ਕから࣯໲があり、੟り上がりを
から࿫していただくࢱにおける調査についてもΩムߕߵ在まさしく進行中であるというݳせた。またݡ
ことができた。 

 本セミナーでは会৖がΆ·ຮ員となるΆど、注目をॄめ、ඉ৙にै実した࣎間となった。 

ชݛʁKam, Lucetta Yip Lo., 2013, Shanghai Lalas: Female Tongzhi Communities and Politics in Urban China (Queer Asia):  Hong 
Kong University Press. 

 （ߊ՟ఖジェンダー学際研究専غ後࢞お茶の水女子大学ദ）子޴࿧୴当ʁ۪ଞ日ى
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 ࿧するىを「຿ؼ」 
̡ ଞথฑ ・χΫϣϟンタリーӫժࠕ ͖ΔΑき͠Ξ �r1973�ߡ࠸ 
 

 

 

ʴ日࣎ʵ2023 年 2 ݆ 17 日（ۜ）14ʁ00ʛ16ʁ00  

ʴ会৖ʵύイϔリッχ開催（国際交流ཻ学ਫ਼プラδ 3 ֌セミナー
࣪、Zoom ウェϑナー） 

ʴ報告ʵ 

ฤԮ༐ղ（一ڰ大学Άかඉ৙ࢥߪۊ／ཱི教大学ジェンダーフΧー
ラム教育研究০୙員） 

ብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴ࢚会ʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ63 ໌ 

ʴटࢭʵ 

ӫ画؄ಞ・今ଞথฑは、1971 年より一࿊のτϪϑ・χΫϣϟンタリーの制ࡠに஥手する。「ؼ຿シリ
ーθ」とୌされたこの中ฦ܊で、າؾ還ฎのखࡒのために๜れた౨ೈΠジΠ֦ஏにて、今ଞは元「から
ゆきさΞ」の日本ਕ࿟女たちにड़会う。そうして׮成したのがχΫϣϟンタリー̡ からゆきさΞ（r1973）
である。このӫ଀ࡠ඾は、実際の元「からゆきさΞ」の女੓たちをӫ଀にى࿧している一方で、今ଞの
ܸӫ画のԈ⻑ત上にあり、今ଞࡠ඾のジェンダーනেを࠸考するにあたっても॑གྷなҒ஖をઐめる。本
セミナーでは、「ਜ਼࢛」からࣼেされてきた元「からゆきさΞ」のݩܨやىԳが今ଞによるʲからゆきさ
Ξʳでどのように「ى࿧」されているのかを、ӫ画学とྼ࢛研究૔方のଈ面からಣみ解く。 

ʴ開催報告ʵ 

本セミナーは、ӫ画؄ಞ・今ଞথฑによるχΫϣϟンタリーӫ画ʲからゆきさΞ （r1973 年）をୌࡒ
に、「からゆきさΞ」とݼͻれた໎࣑・大ਜ਼غにਐ一つで海外へ「ड़Ֆ͙」に޴かった日本女੓たちのන
েとその意ັを、ྼ࢛研究とӫ画学から考ࡱしたものである。χΫϣϟンタリーӫ画ʲからゆきさΞʳ
๱ಆ 15 ෾ఖ度をࢻ௎した後、ӫ画学・නেชԿ学から原ലӫ画の研究を専໵とするฤԮ༐ղࢱと、ジ
ェンダー࢛学から「からゆきさΞ」研究を専໵とするብ本新಺ࢱがࢥߪとしてౌஅし、χΫϣϟンタリ
ーӫ画ʲからゆきさΞʳをට解く考ࡱや࿨఼が報告された。 

とい「຿ؼ」、は、「ΫクϦさΞ」のഀཛྷにຮちたਫ਼֖を֕؏したうえでࢱ఼からብ本新಺ࢻ学の࢛ྼ
うΫーワーχに注目する。今ଞにとっての「ؼ຿」とは日本のۛେԿから஖き去りにされたਕʓであり、

ʲからゆきさΞʳは女੓たちの「ԉᅂ」の੢をى࿧することを目的としたΚけだが、実際、今ଞはࣙਐが
ߒ和࡜ਁ、はࢱとして、ብ本ܢଶする「ԉᅂ」を女੓たちからӀきड़すことにࣨഌしている。そのഐغ
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による「流຿」という֕念とർֳし、今ଞは元「からゆきさΞ」のਫ਼そのものには関心をرせていなか
った఼を指ఢする。今ଞによる「ؼ຿」は国຿国Պ的思૟に基Ͱいており、今ଞがغଶする「ԉᅂ」は
国Պ、資本、ݘ力といったϜクロな構ଆから「ࣼてられた」という೟ࣟを࣍たなけれͻ発せられること
はないものである。一方、元「からゆきさΞ」がޢる「ԉᅂ」は、਎や࿘क、ഛॡ者などのミクロなਕ
間関ܐに対して޴けられており、今ଞの໲ୌ関心の൥ҕではくみखることができない。ብ本ࢱはミクロ
Ϫϗルの女੓たちのޢりにϜクロな構ଆが࿊関している఼や、ࡠり手である今ଞࣙਐもՊ෗⻑制的構ଆ
等、Ϝクロな構ଆからࣙ༟であるΚけではない఼を指ఢした。 

次に、ฤԮ༐ղࢱはӫ画学のࢻ఼からʲからゆきさΞʳのӫ画としてのଈ面に注目する。下૜社会の
ਕʓに঱఼を当ててきた今ଞࡠ඾には΀たつの特徴がある。一఼目は、女੓の੓を௪じて日本のۛେ・
઴ۛେを൹൓的に把握する఼、್つ目はχΫϣϟンタリーという方๑࿨である。ฤԮࢱによると、઴者
については、̡ からゆきさΞʳでもॊཔとಋ༹の࿰ૌみのもと、日本の海外๴௃੕ࡨとの関ܐの中で元

「からゆきさΞ」のਫ਼֖がޢられており、後者については、1960 年େからعଚのӫ画をࡰ新する方๑と
された「χΫϣϟンタリー」という手๑をʲからゆきさΞʳでもࡀ用し、ى࿧として࢔されてきた「社
会的ड़པ事」と、ى࿧されることのなかった「女੓の੓的ରݩ」という対ർの中でӫ଀がฦॄされたと
いう。Յえて、ฤԮࢱは、今ଞが女੓たちの੓にのみ঱఼を当てることで、අઐ྘国の஋੓ࡠՊに特༙
のݶઈにؗっていると指ఢする。̡ からゆきさΞʳでは「ΫクϦさΞ」のਫ਼֖がਦࣞ的にฦॄされ、ӫ଀
のश൭になるにつれ、「ΫクϦさΞ」は「ޢるଚ在」から、元ޑ用कやஏ元のਕ間、そして今ଞによって

ごもる「ΫクϦさΞ」の੢こそが޳でݶは、ໃࢱへと௧いやられている。しかし、ฤԮ「られるଚ在ޢ」
もつى࿧としてのՆ೵੓についても఑ࣖした。 

報告後の࣯ٛԢ౶では、今ଞを含΋ક後の઴Ӷ的な஋੓ࡠՊのポジシϥナリτΡのໃְࣙさや、ࡠ඾
における৪຿ஏのྼ࢛やΦスωシτΡのࢻ఼のܿཚ、ΩϟラϜンなどࡳӪ者のࢻ఼の॑གྷ੓などଡزに
Κたる٠࿨が交Κされた。 

 （会特พ研究員（RPD）・ਈ⼾大学ڷ日本学術৾）࿧୴当ʁ大໼੡ྒྷى
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Պుと฽Δ͢のϛリティέη 
 

ʴ日࣎ʵ2023 年 3 ݆ 13 日（݆）15:00ʛ17:00  

ʴ会৖ ύɻイϔリッχ開催（国際交流ཻ学ਫ਼プラδ 2 ֌ଡ目的ϙー
ル B・C、Zoom ウェϑナー） 

ʴ報告ʵ 

ଞੋܡ子（ဢ教大学社会学部教द） 

「ՊఋుԿとՊ事࿓ಉのポリτΡクスʁ高度成⻑غにおけるઑఽ・
 「告を中心に߁

 （ࢥߪ学研究Ռࡃܨ౐大学大学Ӆښ）࢛ౣآ

「ક後೸ଞにおけるՊుの෕ٶとジェンダーʁ高度ࡃܨ成⻑غを中心に」 

ʴデΡスΩッγントʵ大ܛ࢛ڰ（IGS ०教द） 

ʴ࢚会ʵብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ99 ໌ 

ʴटࢭʵ 

するかという໲ୌは「パーλナル」そして「χٶたちの日৙においてどのようなՊు੣඾がどう෕ࢴ
ϟスτΡック」であるとಋ࣎にඉ৙に「ポリτΡΩル」である。1983 年にルース・シϣウΧーς・コー
ワンがそのஸॽʲお฾さΞは๫しくなるͻかり （r๑੕大学ड़൝ۃ）において࿨じたように、19 ੊نか
ら今日にࢺるまで、ుԿ੣඾のٗ術開発からঐ඾流௪までの過ఖは、国Պによる基ે的なインフラスト
ラクοϡʊの੖ඍやࢊ業੕ࡨの推進のྼ࢛とکく݃びついてきた。コーワンの研究はそのようなτクό
ロジー・シスτムの下で、Պుのٗ術ַ新によってՊ内࿓ಉがଡ༹Կ・෵雑Կしたこと、「ੜ݁さ」や「݊
 。をめ͛る責任がジェンダーԿされていったことをඵきड़した「߃

本セミナーでは、日本の੕ࡃܨ࣑஡঄のรԿの下での「χϟスτΡックな」࿓ಉ関ܐのร容について、
Պుを基࣢に、ジェンダーのࢻ఼からಣみ解いていく。日本社会では高度ࡃܨ成⻑غにඉ೸ྜྷ業におけ
るޑ用が֨ٺ大し、そのൕ面で女੓のम業がݰঙし「क෌」が֨大していったことがஎられる。こうし
たรԿにおいてՊుがどのように෕ٶしたのかを、೸ଞ部と౐ࢤ部のࠫҡやその意ັにも目を޴けなが
ら、あらためて٠࿨していく。 

コーワンの研究から 40 年ܨった今日でも、τクόロジーが฽らしをֺにするというݶઈは߁く流ා
し、ভඇ者のཋ๮をً׫し続けている。Պుと฽らしの੕࢛ࡃܨ࣑を൹൓的に΀りかえることで、ࢴた
ちがどのようなۃ面をਫ਼きてきたのかを確೟することを目指したい。 

ʴ開催報告ʵ 

 2023 年 3 ݆ 13 日、IGS セミナー「Պుと฽らしのポリτΡクス」が開催された。お茶の水女子大学
ジェンダー研究所特任ࢥߪのብ本新಺ࢱによる࢚会の下、ဢ教大学社会学部教दのଞੋܡ子ښ、ࢱ౐大
学大学Ӆࡃܨ学研究Ռࢥߪのࢱ࢛ౣآがౌஅし、お茶の水女子大学ジェンダー研究所०教दの大ܛ࢛ڰ
 。がデΡスΩッγントを務めたࢱ
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第一報告（ଞੋ）「ՊఋుԿとՊ事࿓ಉのポリτΡクスʁ高度成⻑غにおけるઑఽ・߁告を中心に」で
は、Պఋు۫حـがٺଐに෕ٶした高度ࡃܨ成⻑غの઴ൔである、1955~1965 年を中心に、ՊఋుԿと
Պ事࿓ಉがどのようにޢられ、නেされてきたのかが࿨じられた。ଞੋࢱはʬՊఋుԿによる女੓解๎、
຿कԿʭというݶઈは、どのような࿨理により成ཱིしたのか、またՊఋుԿがՊ内において୯の意思݀
定によってなされたのかを、当࣎のઑఽ活動・߁告නݳからݗ౾した。 

「ՊఋుԿ」というݶཁは 1920~1930 年େにϜスϟデΡΠにଡくౌ৖しており、ક઴の「ՊఋుԿ」に
おいても、क෌がు۫حـを用いてकର的にՊ事をする༹૮がඵかれてきた。ક઴においてもՊఋుԿ
の෕ٶを目的としたദལ会等が෵਼յ開催されたが、そのഐܢには、஫間のుـऩགྷ開୕のචགྷ੓があ
った。ദལ会の展ࣖにおいて、ՊఋుԿを行ったՊఋは、「Ӷਫ਼的」で「೵ི的・合理的・Ռ学的」なՊ
事がなされ、क෌がर཈し新எࣟを学΄るため「ชԿ的」であるとනেされた。 

ક後のʬՊఋుԿによる女੓解๎、຿कԿʭݶઈは、国のࠞײにかかΚるΦネルάー੕ࡨに݃びつい
て展開した。1949 年にઅཱིされたՊఋుـชԿ会は、ు力会社やՊుϟーΩーからにՅえて、女子大教
द、೸ྜྷ঴の行੕ׯなども理事にՅΚり、いΚͻ国をڏげてՊఋు۫حـのওྯをした。ここでは「෌
ਕの຿कԿはՊఋのుԿから」とҒ஖Ͱける一方で、ՊఋుԿの導೘によりできた࣎間をどう使う΄き
かについて「क෌」に対するکい規൥がみられた。またՊఋుԿの߁告の෾ੵでは、જୗؽやਮ൩حと
いったՊు੣඾が෋や⼾कから࠼やՉに「༫えられるもの」としてනেされていることが指ఢされた。 

第್報告（ౣآ）「ક後೸ଞにおけるՊుの෕ٶとジェンダーʁ高度ࡃܨ成⻑غを中心に」では、Պు
෕ٶの社会的プロセスについて、߁告は୯のどのようなཋ๮をً׫したのか、またજୗという࿓ಉ過ఖ
のસରにおいて、Պుの導೘は೸Պ੊ଵの࿓ಉ（関ܐ）のՁをどのようにรԿさせたのか、という఼が
஥目された。日本の೸ଞでは౐ࢤ部とҩい、1960 年େに೸業（Ҷࡠ）のؽփԿとด行してٺଐにՊుが
෕ٶした。೸ଞに࠹も෕ٶしていた雑誌であるʲՊのޭʳは、ક中・ક後のࢶ෈ଏもあり、ॊཔ߁告に
൳定的な඲Ճをしていたものの、1950 年େ後ൔ以߳は協ಋૌ合の雑誌としてՊుの߁告もࡎܟするよう
になった。જୗؽの߁告に関しては「ΠϟリΩࣞਫ਼活の୴い手」的ଈ面をک調するよりも、ؽ೵面がک
調され、ஸ໌な大手ుـ企業だけでなく、೸業ؽփの੣ࡠ所が動力୦ؽࠆや精ؽࠆとಋ࣎に、ుـજୗ
 。していたࡎܟవでѽっているというชۡで۫ؽ告をસ国の೸߁のؽ

 第್次大ક後の೸ଞ຿कԿにおいて੕ࡨ的に推進されたਫ਼活րવ෕ٶ事業のなかでは、જୗのළ度や
。の導೘が進Ξだؽ間等が調査され、જୗが「しごと」として೟められるようになると、共ಋજୗ࣎・ྖ
ಋ事業においてはજୗはજୗؽにより঴力Կするが、その෾ਮ事やૡঈにより手をかけたいという方޴
੓があり、ූいた࣎間をそれらや会合などにյした৖合には「๫しくなる」Ն೵੓はある。ࢱౣآは、
જୗの࿓ಉ過ఖのみでなく、女੓の࿓ಉસରをݡるචགྷがあると指ఢした。このغ࣎の日本೸ଞでは、
જୗؽの共ಋཤ用だけでなく、જୗというՊ事そのものが共ಋԿされたྭもある。つまりۛେ的なՌ学
ٗ術の導೘は新たな࿓ಉの共ಋ੓を一࣎的にせよ૓りड़したՆ೵੓があるとした。 

 ್つの報告をणけ、デΡスΩッγントの大ࢱڰは、ࢴたちの日৙において、どのようなՊు੣඾がど
う෕ٶするかという໲ୌは「パーλナル」であり「χϟスτΡック」であるとಋ࣎にඉ৙に「ポリτΡ
Ωル」であること、また「χϟスτΡック（国内の）」にݡえることが、「グローバル」な੕ࡃܨ࣑஡঄
につながっているՆ೵੓もあるのではないかとコϟントした。大ࢱڰは事ྭとして、ક後ߕߵにおける
日本੣Պుの෕ٶとՊ事࿓ಉ者のޑ用の関ܐにٶݶしながら、グローバルな੕ࡃܨ࣑஡঄においてτク
όロジーが女੓の「χϟスτΡックな」ༀׄをکԿしたというՆ೵੓をࣖࠨした。 

 （ߊ՟ఖジェンダー学際研究専غ後࢞お茶の水女子大学ദ）子޴࿧୴当ʁ۪ଞ日ى
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ジェンダー研究所事業報告書 

IGS セϝψー 

έィアするݳେೖ本文学 
ίア・動෼・ޢΕとジェンダー 
 

 

ʴ日࣎ʵ2023 年 3 ݆ 20 日（݆）14:00ʛ15:30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴ報告ʵ 

෤内Մେ（日本大学教द） 

ʴ࢚会ʵ 

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／お茶の水女子大学教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ116 ໌ 

ʴ開催報告ʵ 

 本セミナーでは、2023 年 1 ݆に刊行されたʲクΡΠするݳେ日
本ช学�ίΠ・動෼・ޢり （r੪ٹ社）のஸ者である෤内Մେࢱをおডきし、֦হごとの成りཱིちやटࢭ
など֕གྷをޢっていただいた。ಋॽでは、クΡΠ・フェミωθム൹඲を中心に、動෼やίΠなどをめ͛
る൹඲理࿨をԥஇ的に用い、ۜҬඔܛ子、ଞ上ॡध、ీว੡子、নӞ理ӵ子、ଡ和ీཁ子という 5 ਕの
く意ࣟしたのは「当کみる際、ஸ者がࢾ඾について൹඲をࡠ඾が࿨じられている。これらのࡠՊのࡠେݳ
事者」的なཱི৖をとらないこと、また、ࡠՊに関する৚報や理࿨的な࿰ૌみではなく、あくまでも「ঘ
ઈをಣ΋」ことに力఼を஖くことであると෤内ࢱはफ़΄る。セミナーは、෤内ࢱによる報告ののち࣯ٛ
Ԣ౶の࣎間がઅけられ、௎़との意ݡ交׷がなされた。 

෤内ࢱはまͥ、ಋॽをॽくことになったきっかけとして、「お茶の水女子大学 21 ੊ن COE プログラ
ム「ジェンダー研究のフロンτΡΠ（F-GENS）」（2003 年ʛ2008 年のช部Ռ学঴ࡀ୔事業）との関Κり
が大きいことをあげる。ಋプログラムのプロジェクト D（理࿨構築とชԿනে）の研究員をつとめたこ
とで、学内外の研究者の思૟的࿰ૌみから大きなܻ࢙をणけることとなり、その際の関心がಋॽのౖୈ
となっていることがրめて確೟された。 

それͩれのহは、「クΡΠ൹඲をଡ༹なかたちでࢾみる」という໲ୌ意ࣟと、「ঘઈをಣ΋ことの意ັ
を໲う」という໲ୌ意ࣟとにؑかれていると෤内ࢱはک調する。第一হでは、ۜҬඔܛ子の「㙿」にౌ
৖するໃ੓のޢり手「ࢴ」の༹態を、思อ的なクΡΠネスとしてಣみࠒΞでいる。この࿨考を構૟中、
෋ช学のϪθϑΠンනেに関する࿨をࣧජするなかで、ϪθϑΠン女੓についての社会学的調ن༟ౣࢀ
査を考ࡱすることと、ঘઈනݳとしてのϪθϑΠンについてಣみとくことのࠫҡを೟ࣟすることとなっ
たという。女੓研究者であっても、ঘઈをಣ΋ときには女੓であるという当事者੓や、෗ݘ的でݘҘ的
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な「஋੓ࡠՊ」というバイΠスをいったΞΚきに஖き、ࡠ඾を୰念にಣ΋ことのචགྷ੓に思いࢺったこ
とがあかされた。 

また、社会的に「ݡえない」ものとしてあるඉ規൥的なジェンダー・ΠイデンτΡτΡがॽきࠒまれ
ているঘઈに関心を޴ける෤内ࢱは、一ਕのಣ者として「クΡΠする」というղ೘を行うことで、そう
したΠイデンτΡτΡやセクシϣΠリτΡをめ͛る໲ୌがՆࢻԿされる൹඲的ಣ解ࡠ業に心औかれる
という。第್হから第࢝হまでଞ上ॡधのঘઈࡠ඾がѽΚれるなかで、フェミωθム൹඲の؏఼から൹
൓的にಣまれてきたʲόルウェイのਁʳをѽった第್হでは、女੓たちのಋ੓ѬセクシϣΠリτΡが઴
হでは、「ϪΫシントンの༕ྸ」のౌ৖ਕ෼がΰイであることに஥目しΦࢀԿされることとなった。第ܢ
イθช学としてಣみなおすことで、෈Ն解だったౌ৖ਕ෼のݿಢの意ັにـ෉くこととなる。「ࣥ൬目
の஋」をトラウϜ࿨と஋੓੓研究の؏఼からಣみ௜した第࢝হでは、໎確なඵࣺがないにもかかΚらͥ、
੓๭力අ֒をणけた஋੓のࢡがཱིち上がってくることになった。 

かつて F-GENS が実施したシンポジウムをきっかけに、্֒学やίΠのྛ理について学び、րめてフ
ェミωθム൹඲の؏఼からঘઈ෾ੵにखりૌΞだことは、第ޔহのీว੡子の「ジϥκとލとڗたち」
の෾ੵにつながっている。さらにনӞ理ӵ子のʲݚਐʳが࿨じられた第࿣হでは、ౌ৖ਕ෼らに૮ޕғ
ଚするίΠのྛ理の関ܐをみたうえで、ݚとਕ間との૮ޕғଚをクΡΠな関ܐとして解एできるとする。
第ࣥহでは、ଡ和ీཁ子のʲݛ౰使ʳにおけるુૈ෗とુଛのジェンダーԿされないίΠのྛ理に基Ͱ
く関ܐ੓を指ఢし、্֒者的でクΡΠなુଛらのਐରは、࠸ਫ਼ࢊを઴఑としたҡ੓Ѭकٝ的な資本कٝ
のՃ஍؏のオルタナτΡϲをනেするものであるとした。 

෤内ࢱによる報告にۢ઀りがつけられたのち、࢚会の⼾⾕陽子 IGS 所⻑が、1980 年େから 90 年େ、
ΦイθؽثӖ中のωϣーϦークでクΡΠをਫ਼きようとࢾみたΠーτΡストらのয়ڱにٶݶしつつコϟ
ントをफ़΄た。本セミナーには、学ਫ਼や日本ช学研究者のみならͥ、߁く学内外から、ジェンダー໲ୌ
に関心のある 116 ໌以上もの௎़がࢂՅしたことから、報告श྅後には、ঘઈとڑ構੓との関࿊、動෼
の؏఼からのѽいの他、ಣ者ಋ࢞のಣみのӨҟなどにࢺるまで਼ଡくのコϟントや࣯໲がرせられた。
ঘઈτクストを「クΡΠする」ಣみ解きによってրめてさま͡まなՆ೵੓がූかび上がることとなり、
なおかつౌஅ者である෤内ࢱのクΡΠ／フェミωθム／ジェンダー൹඲研究者としてのཱི৖੓にৰれ
る॑يなؽ会となったと考える。ࣙ෾なりにঘઈをಣみ௜してみたいと思う方ʓには、ͧͽಋॽをට解
いていただきたい。 

 子（お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所研究協力員）ܕ࡜࿧୴当ʁळى
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▶ 2022 ೧ౕ क࠷ IGS 研究ճ৆ࡋ────────────────── 

IGS 研究ճ 
IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճ 
 

 

ʴ日࣎ʵ2023 年 3 ݆ 17 日（݆）10ʁ00ʛ12ʁ30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ミーτΡング） 

ʴ報告ʵ 

൚Ҭ߁໎（専र大学०教द） 

「ミλジωーとフェミωθム」 

ઍഀ༟Յ཮（χナーリンク・ジϡパン） 

「ਫ਼৫ึঁҫྏに関する๑ཱのܿ೙がχナーリンクにٶ·すӪڻ
と՟ୌ」 

ฑ໼ܛ子（ԥශ国ཱི大学०教द） 

「άグ・Φコόミーと࠸ਫ਼ࢊ࿓ಉに関する研究動޴」 

ࠦ໼७子（ܜԢٝग़大学ŴŏŚŭƅŤŔƁ・ŤƆŒƃƅŬƃŤƆŘŦƅŨŘ特任ࢥߪ） 

 「形成ʁ日本とόルウェーのർֳからࢊ女੓の資࠙ع」

ʴѭࡲ・コϟントʵ 

⼾⾕陽子（IGS 所⻑／お茶の水女子大学教द） 

ʴ࢚会ʵ 

ብ本新಺（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅ者਼ʵ15 ໌ 

ʴटࢭʵ 

 お茶の水女子大学ジェンダー研究所では研究所に在੸している研究協力員にࣙਐの研究়ղも݋͸、
研究報告することをٝ務෉けている。2022 年度は൚Ҭ߁໎ࢱ、ઍഀ༟Յ཮ࢱ、ฑ໼ܛ子ࢱ、ࠦ໼७子ࢱ
の 4 ໌が当研究所の研究協力員として研究活動を行い、その研究成果報告として 2023 年 3 ݆ 17 日に
IGS のϟンバーや学内研究者に޴けてそれͩれの研究について報告した。 

ʴ開催報告ʵ 

 2023 年 3 ݆ 17 日、お茶の水女子大学ジェンダー研究所の研究協力員研究報告会を開催し、2022 年度
の IGS 研究協力員であった൚Ҭ߁໎ࢱ（専र大学）、ઍഀ༟Յ཮ࢱ（χナーリンク・ジϡパン）、ฑ໼ܛ
子ࢱ（ԥශ国ཱི大学）、ࠦ໼७子ࢱ（ܜጱٝग़大学）の 4 ໌が報告した。 

  ൚Ҭࢱは「ミλジωーとフェミωθム」というタイトルで報告した。今յの報告は 2022 年にड़൝され
たシーラ・ジェフリーθʲඔとミλジωーʁඔ容行ҟの੕࣑学 （rܜጱٝग़大学ड़൝会）をखり上げ、こ
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のஸॽに௪ఊするトランスࠫพ的なཱི৖のཔྼとその࿨理の࠸確೟を行うというटࢭであった。まͥは
トランスジェンダーをめ͛るリϗラル・フェミωθムとラデΡΩル・フェミωθムの思૟を়ղし、次
いでݳ在の日本社会におけるトランスࠫพとそれに߇するݶઈを়ղした。トランスࠫพ的なݶઈは一
部のフェミωストୣからも発せられており、それにどのようにԢ౶する΄きなのか、ࢂ考になるだろう
と思Κれる෵਼のஸॽをࣖしつつ、インターセクシϥナリτΡ֕念の॑གྷ੓をک調された。  

 ઍഀࢱは「ਫ਼৫ึঁҫྏに関する๑ཱのܿ೙がχナーリンクにٶ·すӪڻと՟ୌ」というτーϜで、
ࣙਐもཱིち上げに関Κった一ൢ社஄๑ਕχナーリンク・ジϡパンの活動を௪してݡえてきた՟ୌについ
て報告した。χナーリンクとは、ਫ਼৫ึঁҫྏでਫ਼まれたਕと過去に精子やཝ子を఑ڛしたχナー、ま
たはಋ一のχナーからਫ਼まれたਕಋ࢞を݃び෉ける（リンクする）ことを指すが、その際にはχナーの
఑࣎ڛの৚報やड़ਫ਼者の਎が఑ڛをणけた際の৚報、さらにड़ਫ਼者の৚報やその৚報開ࣖがචགྷとなる。
ۛ年では「ड़ࣙをஎるݘཤ」を๑ཱでฯ্している国もଁえてきているが、日本ではまだχナーの๑的
ཱི৖を໎ࣖする๑ཱがଚ在しない。ઍഀࢱは、๑ཱのܿ೙によるঀ໲ୌを়ղし、日本における๑ཱの
੖ඍとχナーリンクへの社会的理解の਄まりのචགྷ੓を఑ًした。 

 ฑ໼ࢱは「άグ・Φコόミーと࠸ਫ਼ࢊ࿓ಉに関する研究動޴」というτーϜでインχネシΠのάグ・
Φコόミー྘ҮにおけるՊ事࿓ಉ者について報告した。άグ・ΦコόミーとはプラットフΧームをղし
て行Κれる࿓ಉであり、「άグ」とはٝڳにはྡ࣎・਷࣎のޑ用形態を指すことͻである。ฑ໼ࢱは、ά
グ・Φコόミーをめ͛る઎行研究の࿨఼を੖理し、かつては್॑࿓ಉ࿨における第್次࿓ಉࢤ৖として

「女੓Կ（feminized）」されていたάグ・ワークが社会的ඍڇプロセスの中でक流にҢ行してきたことを
়ղした。こうした流れをಁまえた上で、インχネシΠのάグ・Φコόミー型Պ事࿓ಉ者のয়ڱとイン
タϑϣーをࢂলしつつ、άグ・Φコόミー型Պ事࿓ಉ者と一ൢ的なՊ事࿓ಉ者のർֳをし、社会ฯ্の
༙ໃや意ࣟのࠫҡを௪して঄྽Կ・઀இԿされるՊ事࿓ಉ者たちのݳয়を఑ࣖした。 

 ࠦ໼ࢱは「࠙ع女੓の資ࢊ形成ʁ日本とόルウェーのർֳから」というτーϜで報告した。௔高ྺԿ
社会をܶえて࿟後のਕਫ਼にඍえるための資ࢊ形成の॑གྷ੓が高まる中、෋෌それͩれの໌ٝ資ࢊの֪ࠫ
がଚ在している。ࠦ໼ࢱはこうした෋෌それͩれの資֪ࠫࢊのགྷҾにジェンダー意ࣟが関ܐするのでは
ないかと日本とόルウェーのർֳ調査を行った。෋෌間の資֪ࠫࢊには年ྺや学ྼ、収೘などのӪڻに
ՅえてՊܯの意思݀定を࠼が୴っていることも॑གྷなགྷҾであるというχイςの઎行研究を়ղし、日
本の調査ではこれに準ͥるという݃果だったが、όルウェーはસくそうしたร਼が֪ࠫにつながってい
ないことを実ৄ的にࣖした。Պܯの意思݀定を࠼がもつと資֪ࠫࢊがఁくなるという日本の৖合、それ
は収೘のଡՋではなく੓พༀׄ෾業にࠞ෉いており、੓พༀׄ෾業を୴うことが෋෌間のۜ༧資ֻࢊの
੍֪ࠫਜ਼につながっていることが指ఢされた。 

 4 ਕからのඉ৙にັڷ਄いτーϜとそれに関࿊する໲ୌ఑ًに、ࢂՅ者の間からも༹ʓな࣯໲やコϟ
ントがあがり、ඉ৙に意ٝのある౾࿨を展開することができた。࠹後にジェンダー研究所所⻑である⼾
⾕陽子教दより報告会についての総ׇのݶཁがफ़΄られた。 

 

࿧୴当ʁብ本新಺（IGSى 特任ࢥߪ） 
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▶ 2022 ೧ౕ IGS  ──────────────ࡋ国際εンϛジΤム৆࠷ڠ

 「東ΠジΠにお͜Ζ੕࣑ͳジェンダー」研究ϕϫジェέφ 
౨アジアͶ͕͜るジェンダーと੕࣑େන 

ʴ日࣎ʵ2023 年 1 ݆ 13 日（ۜ）17:30ʛ20:00  

ʴ会৖ʵ上ஒ大学 2 ؙߺ 414  ࣪ߺ
ʴ報告ʵ 
Ki-young Shin, Ochanomizu University 
Chang-ling Huang, National Taiwan University 
Jackie Steele, enjoy Japan K.K. 
Wan-ying Yang, National Chengchi University 
Soo Hyun Kwon, Korea Women’s Political Solidarity 
Mari Miura, Sophia University  
Kenneth Mori McElwain, University of Tokyo 
Tomoki Kaneko, University of Tohoku 

ʴデΡスΩッγントʵ 
Sara Childs, University of Edinburgh 
Gregory Noble, University of Tohoku 

ʴक催ʵWONDER Research Network on Women and Diversity in East Asian Representation 
ʴ共催ʵジェンダー研究所 
ʴ協力ʵ 
Ռ研ඇ基൭研究 B（18H00817）女੓の੕ࢂ࣑画の্ปʁ国会٠員・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査（େ
නʁࢀӞまり、෾୴者ʁ申ⅰᒉ） 
Ռ研ඇ基൭研究 C（19K12604）ジェンダークオータの੕࣑学：制度Կとఏ߇（େනʁ申ⅰᒉ） 

ʴޢݶʵӵޢ 
ʴटࢭʵ 
An international research group organized by scholars and activists in Japan, South Korea, and Taiwan, WONDER 
(Research Network on Women and Diversity in East Asian Representation), has conducted elite surveys in the past 
years to explore commonalities and differences of elites’ perceptions on barriers into politics, policy preferences, 
and gender quotas among three Asian democracies. The International Symposium presents the major findings of the 
research and proposes further research agendas. 
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ジェンダー研究ॶ・ήϫーώϩϨーダーερϕ研究ॶڠಋ 

 「Ϊラηの֓」をΓͣౌる 
 「ΪラηのళҬ」の先Ͷ͍る΍͑ͽとͯの͓ݡな͏্ป 
 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 12 ݆ 23 日（ۜ）16:40ʛ19:00 

ʴ会৖ʵύイϔリッχ開催（お茶の水女子大学共௪ٝߪ౫ 2 ؙߺ
201 ࣪、Zoom ウェϑナー） 

ʴ開会ѭࡲʵ 

⼾⾕陽子（お茶の水女子大学教द・ジェンダー研究所⻑） 

ʴౌஅ者়ղʵ 

ঘྜྷ੥（お茶の水女子大学教द・グローバルリーダーシップ研究
所⻑） 

ʴ発නʵ 
ミッシェル・ライΠン（オーストラリΠ国ཱི大学教द） 

「̡ Ϊラスの֓ʳとはʃʗ高リスクにおける女੓リーダーのༀׄ」 

ঘٳฯみどり（ཱི命ؙ大学教द） 

 「動੓リーダーࡠのリーダーのમ୔ʗʲΪラスの֓ʳと࣎のؽث」

ϖϪン・ϒーターλン（ΦϪϔルー大学（スウェーデン） 教द） 
「̡ Ϊラスの֓ʳはӿえられるʃ スウェーデンの高等教育における女੓リーダー」 

ʴコϟントʵԮଞཤܛ（お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所特任ࢥߪ） 

ʴถ会のѭࡲʵ੶Ҭクンςথ子（お茶の水女子大学理事・෯学⻑／グローバル女੓リーダー育成研究ؽ構⻑） 

ʴ࢚会ʵ大ܛ࢛ڰ（お茶の水女子大学ジェンダー研究所०教द） 

ʴक催ʵグローバル女੓リーダー育成研究ؽ構 グローバルリーダーシップ研究所 ジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（ಋ࣎௪༃༙） 

ʴࢂՅ者਼ʵ121 ໌ 

 

開催報告ॽはグローバルリーダーシップ研究所より以下のリンク઎にて、2023 年 11 ݆にޮ開される༩
定である。 

 
https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/j/menu/publication/d009813.html 
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▶ 2022 ೧ౕ ޛԋ΢ϗンφ───────────────────── 

ೖ本フェϝωηφࡃܨ学ճ 2022 ೧ౕ大ճ 

フェϝωηφࡃܨ学͖ΔΊͪ੕ྙݘ・࣑ 
Պ෗ௗ的世ଵकٝ൹൓ 
 

ʴ日࣎ʵ2022 年 7 ݆ 9 日（ౖ）10:00ʛ18:00  

ʴ会৖ʵ૥Ҷీ大学૥ҶీΫϡンパス 14 ؙߺ 4 ֌ 401 教࣪ 

ʴ࠴⻑ʵ大ܛ࢛ڰ（お茶の水女子大学）・൚Ҭ߁໎（専र大学） 

ʴ報告ʵ 

౽原એ࠭（๑੕大学） 

「プロϲΡジϥωングのࡃܨ学とݺਕ・੊ଵ・社会੕ࡨ」 

申ⅰᒉ（お茶の水女子大学） 

「੕ݘ࣑力はどのように࠸ਫ਼ࢊされるのかʁ੕࣑資本としてのՊ
෗⻑的イΦ」 

Ϋム・イルジϣ（૥Ҷీ大学） 

「「฾਎国຿」と「ඉ国຿」: フΡリϒンਕ݃࠙Ңे女੓のࢤ຿ݘ
と੕ࢂ࣑Յに関する日ؘർֳ研究」 

ੜ水಺໌子（Ӌ౐ٸ大学） 

「౨ుෳౣ原発事ބとジェンダーʁඅ֒をଁ෱させるགྷҾとしての֪ࠫとࠫพ」 

ʴ౾࿨ʵ 

ଏཱིᚺ理子（お茶の水女子大学） 

ۜҬҰ（ۆ࡝大学） 

ঘϴ⾕એุ（フェリス女学Ӆ大学） 

ཚ合ֈඔ（ز෠大学） 

ʴक催ʵ日本フェミωストࡃܨ学会 

ʴ共催ʵ૥Ҷీ大学ฑ和学研究所 

ʴ後援ʵお茶の水女子大学ジェンダー研究所、૥Ҷీ大学ジェンダー研究所 
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